
学校番号 １０５ 

平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎（α） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「物理基礎 改訂版」 （啓林館） 

副教材等 サンダイアル 物理基礎の基本演習 （啓林館出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実際に身の回りで起こっていることを観察して、パターン化し法則を見出しているので、想像力

を働かせること。 

 

・基礎的な物理法則について、具体的な数値（実験値）をもとに計算できるように、問題集（副教材）

や小テストを通じて練習することが望ましい。 

 

２ 学習の到達目標 

・身近な物理現象について、科学的な見方や探究の方法で、接することができるように、物理学の基礎

をしっかり学ぶ。 

 

・身近な事象を考えるときに、理論値が存在し、それをもとに世の中で活かされていることを知る。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然現象（物理分野）

に興味関心を持ち、意

欲的に探求しようと

する態度を身につけ

ている。 

物理現象の中に課題

を見出し、科学的論理

的に思考し、判断して

おり、導き出した自ら

の考えを的確にわか

りやすく伝える工夫

をしている。 

器具の基本操作を習

得するとともに、数

値を適切に読み取り

記録整理する技能を

身につけている。 

物理の基本的な概

念・法則を正しく理

解できており、その

後の学習の中で応用

できている。 

評
価
方
法 

・授業に取り組む姿勢 

・実験に対する参加意

欲や態度 

・ノートの記述 

・授業内での発表 

・実験レポートの考察 

・考査での記述の回答 

・実験での視察 

・実験レポートの表

やグラフなどの記録 

・授業での発問に対

する答え 

・小テスト 

・考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ c d 

一
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

物体の運動 

○    

a: 日常の運動について興味を

もち、各物理量の量的関係に関

心をもっている。 

b:運動の条件にしたがって、適

切に物理量の関係式を作るこ

とができる。 

c:記録タイマーを用いて、加速

度を求めることができる。 

d:速度・加速度などの定義や運

動の法則を理解している。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 
力と運動 

  ○  

仕事とエネルギー 

   ○ 

二
学
期 

熱 熱とエネルギー 

 ○   

a:熱と温度の違いや、物質の三

態における状態変化に関心を

示している。 

b:熱量保存や熱力学の法則に

ついて適切に式を立てること

ができる。 

c:比熱測定の実験を通して、ガ

スバーナーの使い方や、温度計

の読み取り方を習得できる。 

d:熱量・熱容量・比熱の違いな

どを正しく理解している。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

波 波の性質 
   ○ 

a:波とはどのような現象か・音

や楽器について関心を示して

いる。 

b:気柱や弦の固有振動数を求

める式を導くことができる。 

c:重ね合わせの原理をウェー

ブマシンの実験・観察を通して

理解している。 

d:共振・共鳴についての理解が

できている。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

音 

  ○  

三学 電気静電気と電流 
 ○   

a:日常生活における静電気現 学習状況 



交流と電磁波 

   ○ 

象に興味をもち、電気の性質に

気づく。 

b:交流発生の仕組みを理解し

ている。 

c:オームの法則を実験により、

定量的に理解している。 

d:電磁波には、その振動数によ

り、さまざまな種類があること

を理解できている。 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

物
理
と
私
た
ち
の
生
活 

エネルギーとその利用 
○    

a:身の回りの電気機器の有効

利用に関心がある。 

b:どのような種類の発電があ

るか、またそれらの長所・短所

をまとめることができる。 

c:消費電力について理解し、定

量的な測定についても考える

ことができる。 

d:エネルギー保存則やエネル

ギー変換について知っている。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

物理学が拓く世界 

○    

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


